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　学習指導要領上は 1947 年版試案から 1968-69 年版まで，多様な図書等 ･資料の使用を求める文言があった。1998
年版以降は教材種別が再び多様に示されたが内容・形式両面で以前とは違いがあり，経験主義の復活ではなく社会的構成
主義の影響と見なすべきである。
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案では教科書教材は ｢材料｣ の ｢基準｣ を示したものだ




導｣ の ｢第三節 読みかた｣
　｢読みかた学習材料｣ を ｢（一） 運動 ･競技に関するも
の。｣ ｢（二） 児童のための有名な文学作品。｣ ｢（三） 児童
を楽しませ，情感を豊かにするような神話 ･伝説。｣｢（四） 
美術 ･ 建築 ･ 音楽に関するもの。｣ など 14 群挙げ，こ




























① ｢第一章 国語科の目標｣ の ｢第三節 国語科学
習指導の一般目標は何か｣
　　　第三節の中の ｢二　国語科学習指導の一般目標は









国語科 ｢読むこと｣ 教材のあり方　－小中学校学習指導要領にみる教科書教材ならびに 教科書外教材の位置づけの変遷を踏まえて－
いわゆる ｢情報読み｣ の指導の必要性に言及してい
る。




































える｣ 目的で ｢第四節 国語科の使用に適した資料
一覧表｣ に図書 413 点の例示も見られる。
（２）中学校高等学校 学習指導要領 国語科編（試案）
　「第二章 中学校の国語科の計画｣ の ｢三 読むこと｣ で，
教材については ｢今日，読むことはわれわれが目に触れ




























･学習帳（ワーク ･ブック）･辞書 ･ 事典 ･ 参考書，さ
まざまな読み物，新聞 ･雑誌 ･写真 ･絵 ･ 実物 ･模型 ･














下段 （２）｢次の各項目に掲げる活動を通して , 上記の事項を指導する。」に続く記述





























































































































































































































































































































































































































きた。一方，昭和戦後期の 36論考を収めた 1994 年刊
の ｢集成｣ では，国語教育界の議論も経験主義から能力
主義へと次第にシフトしていく流れにあり，安藤修平
（1987）によれば教科書教材も ｢流動的｣ な 1949-53




















































































お（1957）は文字 ･単語 ･文法 ･文の構成の体系に沿っ
た教材配列の必要性を説いた。また国分一太郎（1963）
は，文字 ･発音 ･単語 ･文法などの ｢法則性｣ に沿って
学年段階に応じて配当した｢げんみつな『教材』｣（p.101）
が必要だとし，大槻和夫（1975）は ｢国語科構造観｣







































































第 18 号，1976 年 11 月，｢集成｣ pp.264-
276
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